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④「DHCPサーバ機能設定」の初期値を�
　各項目に入力し、『OK』ボタンを�
　クリックします。�

⑤前画面で設定した内容に合せて、�
　「払い出しIPアドレス」を変更し、�
　『OK』ボタンをクリックします。�

※上記画面を経由しないで下記画面に遷移する場合もあります。その場合は下記画面にお進みください。�
�

注意�

⑥メニューリストの『戻る』ボタンをクリックして�
　TOP画面へ戻ります。�

⑦メニューリストの『設定反映』ボタンを�
　クリックし、一時保存した設定内容を�
　CTUに反映させます。�
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◆「フレッツ・オフィス」「フレッツ・オフィス ワイド」（以下フレッツ・オフィス）へ接続するためには、フレッツ・オフィスの契約者から指定される�
　情報等を元にCTU設定を行う必要があります。�
�
　必要となるCTU設定は、CTUのPPPoE機能のご利用有無により異なります。�

「フレッツ・オフィス」「フレッツ・オフィス ワイド」へ接続する際のCTU設定�

（2）CTUの PPPoE機能をご利用にならない場合�
�
CTU設定については、お客様のご利用環境に応じて設定してください。なお、具体的な設定値例は次ページ以降をご覧ください。�

（1）CTUの PPPoE機能をご利用になる場合�
�
「PPPoE機能設定」の「機能の使用」「接続可能セッション数」を設定する必要があります。PPPoE機能設定の詳細については、P.107をご参照ください。�
なお、PPPoE機能をご利用になる場合は、（2）以降に記載の項目を設定する必要はありません。�

お客様のご利用環境�

「設定値例①」を参照してください。�

「設定値例②」を参照してください。�

「設定値例③」を参照してください。�

「設定値例④」を参照してください。�

フレッツ・オフィスで利用するIPアドレス�
設定値例�

CTUにて接続するセッション数�

※フレッツ・オフィスへの接続にunnumbered機能をご利用になる場合、別途「unnumbered機能設定」の「機能の使用」「CTUのIPアドレス」�
　「マスク長」を設定する必要があります。unnumbered機能設定の詳細については、P.96をご参照ください。�
※フレッツ・オフィス接続時には、お客様がご利用になる通信の内容に合わせて、ファイアウォールの設定が必要となる場合があります。�
　ファイアウォールの設定については、P.119をご参照ください。�

注意�

1つ�
（フレッツ・オフィスのみ）�

複数�
（フレッツ・オフィスとインターネット接続�
等の併用）�

プライベートIPアドレス�

グローバルIPアドレス�

プライベートIPアドレス�

グローバルIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�
接続ユーザ名�

�
接続パスワード�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

�
認証方法�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
接続ユーザ名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
パスワード�

auto

auto

任意（しない／する）�

自動判別もしくはフレッツ・オフィス契約者�
から指定された認証方式�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

任意（接続先1～5）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
IPアドレス／マスク長�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
ドメイン名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
プライマリDNSサーバのIPアドレス�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
セカンダリDNSサーバのIPアドレス�

※「スタティックルーティングテーブル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」の設定として、デフォルトルート（0.0.0.0/0）の設定も可能です。�
　ただし、デフォルトルートを設定する場合は、全ての接続先の「接続先詳細設定」の「優先順位」を「－」に設定する必要があります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」の「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方とも空欄の�
　場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレスをセカンダリ�
　DNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例① ： CTUにて接続するセッション数・・・1つ（フレッツ・オフィスのみ）�
 フレッツ・オフィスで利用するIPアドレス・・・プライベートIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�
接続ユーザ名�

�
接続パスワード�

�

プライマリDNSサーバ�

�

セカンダリDNSサーバ�

�

自動再接続�

�
認証方法�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

ドメイン名文字列�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
接続ユーザ名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
パスワード�

auto／�
フレッツ・オフィス契約者から指定された�
プライマリDNSサーバのIPアドレス�

任意（しない／する）�

任意�

任意（1～5、－）�

任意（しない／する）�

自動生成されるため設定不要�
（手動での設定も可能）�

自動生成されるため設定不要�
（手動での設定も可能）�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

�

設定項目� 入力値�

auto／�
フレッツ・オフィス契約者から指定された�
セカンダリDNSサーバのIPアドレス�

自動判別もしくはフレッツ・オフィス契約者�
から指定された認証方式�

※「スタティックルーティングテーブル設定」及び「ドメイン問合せ先設定」は自動生成されるため、設定は不要です。�
　ただし、接続先詳細設定の優先順位を「－」に設定している場合は、設定を行う必要があります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」を自動生成するためには、 「接続先詳細設定」の「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」を�
　「auto」に設定し、かつフレッツ・オフィスにおいて「DNSサーバのIPアドレスの通知」を利用している必要があります。「DNSサーバの�
　IPアドレスの通知」の利用については、フレッツ・オフィス契約者にご確認ください。�
�

注意�

設定値例② ： CTUにて接続するセッション数・・・1つ（フレッツ・オフィスのみ）�
 フレッツ・オフィスで利用するIPアドレス・・・グローバルIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�
接続ユーザ名�

�
接続パスワード�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

�
認証方法�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
接続ユーザ名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
パスワード�

auto

auto

任意（しない／する）�

自動判別もしくはフレッツ・オフィス契約者�
から指定された認証方式�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

任意（接続先1～5）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
IPアドレス／マスク長�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
ドメイン名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
プライマリDNSサーバのIPアドレス�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
セカンダリDNSサーバのIPアドレス�

※「接続先」は1～5の範囲で任意に設定可能ですが、フレッツ・オフィスと併用する接続先の設定が入っている番号は使用できません。�
※フレッツ・オフィスへの接続先の設定として、「スタティックルーティングテーブル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」をデフォルトルート�
　（0.0.0.0/0）と設定することはできません。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」の「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方とも空欄の�
　場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレスをセカンダリ�
　DNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例③ ： CTUにて接続するセッション数・・・複数（フレッツ・オフィスとインターネット接続等の併用）�
 フレッツ・オフィスで利用するIPアドレス・・・プライベートIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�
接続ユーザ名�

�
接続パスワード

�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

�
認証方法�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
接続ユーザ名�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
パスワード�

auto

任意（しない／する）�

任意（例：フレッツ・オフィス）�

任意（接続先1～5）�

任意（しない／する）�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
IPアドレス／マスク長�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
ドメイン名�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

auto

自動判別もしくはフレッツ・オフィス契約者�
から指定された認証方式�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
プライマリDNSサーバのIPアドレス�

フレッツ・オフィス契約者から指定された�
セカンダリDNSサーバのIPアドレス�

※「接続先」は1～5の範囲で任意に設定可能ですが、フレッツ・オフィスと併用する接続先の設定が入っている番号は使用できません。�
※フレッツ・オフィスへの接続先の設定として、「スタティックルーティングテーブル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」をデフォルトルート�
　（0.0.0.0/0）と設定することはできません。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」の「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方とも空欄の�
　場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレスをセカンダリ�
　DNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例④ ： CTUにて接続するセッション数・・・複数（フレッツ・オフィスとインターネット接続等の併用）�
 フレッツ・オフィスで利用するIPアドレス・・・グローバルIPアドレス�
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◆「フレッツ・グループ」へ接続するためには、フレッツ・グループ開通案内に同封しております設定情報等を元にCTU設定を行う必要が�
　あります。�
�
　必要となるCTU設定は、PPPoE機能のご利用有無により異なります。�

「フレッツ・グループ」へ接続する際のCTU設定�

（2）CTUの PPPoE機能をご利用にならない場合�
�
CTU設定については、お客様のご利用環境に応じて設定してください。なお、具体的な設定値例は次ページ以降をご覧ください。�

（1）CTUの PPPoE機能をご利用になる場合�
�
「PPPoE機能設定」の「機能の使用」「接続可能セッション数」を設定する必要があります。PPPoE機能設定の詳細については、P.107をご参照ください。�
なお、PPPoE機能をご利用になる場合は、（2）以降（P189～P194）に記載の項目を設定する必要はありません。�

お客様のご利用環境�

「設定値例①」を参照してください。�

「設定値例②」を参照してください。�

「設定値例③」を参照してください。�

「設定値例④」を参照してください。�

「設定値例⑤」を参照してください。�

フレッツ・グループで利用するIPアドレス�
設定値例�

CTUにて接続する内容�

※フレッツ・グループへの接続にunnumbered機能をご利用になる場合、別途「unnumbered機能設定」の「機能の使用」「CTUのIPアドレス」�
　「マスク長」を設定する必要があります。unnumbered機能設定の詳細については、P.96をご参照ください。�
※フレッツ・グループ接続時には、お客様がご利用になる通信の内容に合わせて、ファイアウォールの設定が必要となる場合があります。�
　ファイアウォールの設定については、P.119をご参照ください。�

注意�

カスタマコントロール接続�

グループ�
接続�

フレッツ・グループのみ�

フレッツ・グループとインター�
ネット接続等の併用�

プライベートIPアドレス�

プライベートIPアドレス�

グローバルIPアドレス�

プライベートIPアドレス�

グローバルIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�
�

�
接続ユーザ名�

�

�
接続パスワード�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

認証方法
�

MTU自動調整�

優先順位�

�
適用する接続先

�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ　カスコン）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「ユーザID」＋「@」＋「グループ識別子」＋�
「@」＋「カスタマコントロール識別子」�
（例：admin@n14gaaz.os.e@cscp）�

auto

auto

任意（しない／する）�

「自動判別」もしくは「chap」�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「パスワード」�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

「接続先詳細設定」の「接続先」と同一�
（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ　カスコン）�

ユーザーズマニュアルにて指定の�
「カスタマーコントロール指定IPアドレス」/�

「マスク長」�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

設定項目� 入力値�

※「接続先詳細設定」の「自動再接続」の設定として、「しない」を推奨します。「する」を設定した場合、グループ接続もしくはカスタマコント�
　ロール接続の一方が接続できなくなります。�
※「スタティックルーティングテーブル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」の設定として、デフォルトルート（0.0.0.0/0）の設定も可能です。�
　ただし、デフォルトルートを設定する場合は、接続ユーザー名が設定されている全ての接続先の「接続先詳細設定」の「優先順位」を「－」に�
　設定する必要があります。�

注意�

設定値例① ： CTUにて接続する内容・・・カスタマコントロール接続�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�

接続ユーザ名�

�

�
接続パスワード

�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

認証方法
�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「ユーザID」＋「@」＋「グループ識別子」�
（例：admin@n14gaaz.os.e）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「パスワード」�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「IPアドレス／マスク長」�

auto

auto

任意（しない／する）�

「自動判別」もしくは「chap」�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から�

指定されたドメイン名）�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

※「スタティックルーティングテーブル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」の設定として、デフォルトルート（0.0.0.0/0）の設定も可能です。�
　ただし、デフォルトルートを設定する場合は、接続ユーザ名が設定されている全ての接続先の「接続先詳細設定」の「優先順位」を「－」に�
　設定する必要があります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」をする場合、「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方�
　とも空欄の場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレス�
　をセカンダリDNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例② ： CTUにて接続する内容・・・フレッツ・グループのみ�
 フレッツ・グループで利用するIPアドレス・・・プライベートIPアドレス�

「接続先詳細設定」の「接続先」と同一（1～5）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたセカンダリDNSサーバのIPアドレス）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたプライマリDNSサーバのIPアドレス）�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�

接続ユーザ名�

�

�
接続パスワード

�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

認証方法
�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

送信先IPアドレス／マスク長
�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「ユーザID」＋「@」＋「グループ識別子」�
（例：admin@n14gaaz.os.e）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「パスワード」�

自動生成されるため設定不要�
（手動での設定も可能）�

auto

auto

任意（しない／する）�

「自動判別」もしくは「chap」�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から�

指定されたドメイン名）�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

※接続先詳細設定の優先順位を「1～5」に設定する場合、「スタティックルーティングテーブル設定」は自動生成されるため、設定は不要です。�
　ただし、接続先詳細設定の優先順位を「－」に設定する場合は、「スタティックルーティングテーブル設定」へ手動設定を行う必要があります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」をする場合、「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方�
　とも空欄の場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレス�
　をセカンダリDNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例③ ： CTUにて接続する内容・・・フレッツ・グループのみ�
 フレッツ・グループで利用するIPアドレス・・・グローバルIPアドレス�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたセカンダリDNSサーバのIPアドレス）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたプライマリDNSサーバのIPアドレス）�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�

接続ユーザ名�

�

�
接続パスワード

�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

認証方法
�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「ユーザID」＋「@」＋「グループ識別子」�
（例：admin@n14gaaz.os.e）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「パスワード」�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「IPアドレス／マスク長」�

auto

auto

任意（しない／する）�

「自動判別」もしくは「chap」�

任意（しない／する）�

任意（1～5、－）�

「接続先詳細設定」の「接続先」と同一（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から�

指定されたドメイン名）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたセカンダリDNSサーバのIPアドレス）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたプライマリDNSサーバのIPアドレス）�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

※「接続先」は1～5の範囲で任意に設定可能ですが、フレッツ・グループと併用する接続先の設定が入っている番号は使用できません。�
※フレッツ・グループへの接続先の設定として、「スタティックルーティングテープル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」をデフォルトルート�
　（0.0.0.0/0）と設定した場合、接続ユーザ名が設定されている全ての接続先の「接続先詳細設定」の「優先順位」を「－」に設定する必要�
　があります。その場合の注意事項として、インターネット接続等が使用できなくなります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」をする場合、「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方�
　とも空欄の場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレス�
　をセカンダリDNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例④ ： CTUにて接続する内容・・・フレッツ・グループとインターネット接続等の併用�
 フレッツ・グループで利用するIPアドレス・・・プライベートIPアドレス�
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設定画面�

接続先詳細設定�

詳細設定�

接続先�

接続先名�

�

接続ユーザ名�

�

�
接続パスワード

�

プライマリDNSサーバ�

セカンダリDNSサーバ�

自動再接続�

認証方法
�

MTU自動調整�

優先順位�

適用する接続先�

�
送信先IPアドレス／マスク長�

メモ�

�
ドメイン名文字列�

�
プライマリDNSサーバ�

�
セカンダリDNSサーバ�

任意（1～5）�

任意（例：フレッツ・グループ）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「ユーザID」＋「@」＋「グループ識別子」�
（例：admin@n14gaaz.os.e）�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「パスワード」�

フレッツ・グループ開通案内もしくは�
グループ管理者から指定された�

「IPアドレス／マスク長」�

auto

auto

任意（しない／する）�

「自動判別」もしくは「chap」�

任意（しない／する）�

－�

任意（例：フレッツ・グループ）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から�

指定されたドメイン名）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたセカンダリDNSサーバのIPアドレス）�

任意�
（無し／フレッツ・グループ利用者から指定�
されたプライマリDNSサーバのIPアドレス）�

スタティック�
ルーティングテーブル設定�

ドメイン�
問い合わせ先設定�

設定項目� 入力値�

※「接続先」は1～5の範囲で任意に設定可能ですが、フレッツ・グループと併用する接続先の設定が入っている番号は使用できません。�
※フレッツ・グループへの接続先の設定として、「スタティックルーティングテープル設定」については手動での設定を推奨します。フレッツ・グル�
　ープの払い出しアドレスにグローバルアドレスを利用する場合、「スタティックルーティングテーブル設定」についてはデフォルトルートが自動�
　生成されますが、「優先順位」の高いデフォルトルートのみ適用されるため、フレッツ・グループもしくはインターネット接続等のいずれかにつ�
　いては使用できなくなります。�
※フレッツ・グループへの接続先の設定として、「スタティックルーティングテープル設定」の「送信先IPアドレス／マスク長」をデフォルトルート�
　（0.0.0.0/0）と設定した場合、接続ユーザ名が設定されている全ての接続先の「接続先詳細設定」の「優先順位」を「－」に設定する必要�
　があります。その場合の注意事項として、インターネット接続等が使用できなくなります。�
※「ドメイン問い合わせ先設定」をする場合、「プライマリDNSサーバ」「セカンダリDNSサーバ」の設定入力欄のうち、いずれかもしくは両方�
　とも空欄の場合はエラーとなり設定することができません。セカンダリDNSサーバを利用しない場合は、プライマリDNSサーバのIPアドレス�
　をセカンダリDNSサーバの設定欄にも登録してください。�

注意�

設定値例⑤ ： CTUにて接続する内容・・・フレッツ・グループとインターネット接続等の併用�
 フレッツ・グループで利用するIPアドレス・・・グローバルIPアドレス�

「接続先詳細設定」の「接続先」と同一（1～5）�
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CTUに関する故障、技術的なお問い合わせ先�

IPカスタマーサポート�

0120-248995（24時間受付）�

インターネットからのお問合わせ�

http://flets-w.com/otoiawase/

工事情報・故障情報ホームページ�

http://www.ip-nw.com/




